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恋と芸術と革命に生きた女



フリーダムカーロ
明女協そのものであbながら明女、必超えて生きたフリーダ

あなたは幸せだった………。 河原品子

企フリーダ・力一ロとテ〈イエゴ・リベラ

・ 1930年(23歳) リベラに僻買された壁画

楕肘乍に同行しサンフランシスコに住む。

初の中絶。

・ 1931年(24歳) 6 月 メキシコに帰国。

11 月 ニューヨーク近代美Vlij館のリベラ回

顧展に同行しニューヨークへ

生と死をテーマにした超見実的肖像画「ル

ーサー・ノてーノてンクの肖像」帝肘乍。

・ 1932年(25歳)4 月 リベラの壁画布肘乍に

同行しデトロイ卜へ

7 月流産

フリーダの絵の中で、なによりも悪夢

のようなオブセッションとしてつきまとう

のは「折れた背骨」と題された自画像fム

彼女はここに無数の剣と銃とギブスで武

装した裸身を十郎、てし、る。美術評論家の

ヘイデン・エレーラはこの絵を哨メキシコ

の聖セパスチャλ と呼ぶ。しかし、ここ

には三鳥田紀夫が魅せられ、ダヌンツィオ

がイダ・ノレピンシュタインの姿に幻想した

聖セパスチャンの官能性な Eはみじんも

ない。全身て苦痛に耐えるフリーダは、

ここでふたつの瞳から大粒の涙を流して

いる。イタ~ノレピンシュタインとフリータ~

カーロ o ふたりの対照的な女による両性

具有の聖セパスチャンo フリーダ・カーロ

は女そのものでありながら、しかしどこ

かにホ女u を超えた性もゴージ、ヤスに生き

ねいたとはいえなし、fごろうか。

とそして写真家ニコラス・ムライとの恋

の断片が描かれるが、そんなフリーダの

恋にはし、つもダンディだったハンガリ一

系ユダヤ人の父ギリエノレモの面影がちら

つく。死の床のフリーダが玄服、する少女

時代のイメージは、すべて父親につなが

るものばかりふ意志の強い少女のフア

ーザー・コンプぃyクスカ丈ここにもほの

みえる。フリーダがヌィエゴと結婚した時、

フリーダは22歳列エゴは43歳だったO

71エゴとは、まさしくフリーダのノ父親コ

ンプレックスの象徴だったのではないだ

ろうか。しかし、完fエゴは同時にフリー

ダにとっての怠子て、あり同志であり、そ

してフリーダ自身でもあったのだ。フリ

ーダの日記には、そんなデ河エゴい、う d

宇宙をつづる言葉カ2小さな文字て、いつは4

い書き込まれている。

まるで、パックリと大きく開いた傷口か

らしたたる鮮血のような、赤〈熟れきっ

た西瓜。その断面には、こう文字が刻ま

れている。哨がィヴァ・ラ・明ダ(生命万歳)、

フリーダ・カ一口、、しこれはフリーダが

47歳で亡くなる 8 目前に描かれた静牧画

fムホヴ河ヴァ・ラ・がf ダ、とは、まさに彼女

フリーダにとっての絶筆だった。
ひと

フリータ二あなたはなんて幸せな女だ

ったの/と私はあえてし、いたいと思う。

とんでもない、 と人は言うかもしれな L 、。

6 歳の時に小児麻療を患い、 18歳の時に

は彼女の乗ったノずスが路面電車と衝突し

て前佐や骨盤、子宮に重症を負い、朝文の

後遺症の絶え間ない手術や中絶、おFU童な

どをくり返したという、文字通りの女の

悲J刻を一身にヲ|き受けてしまったフリー

ダの想像を絶する苦悩をさしおいて、な

んでフリーダが幸せだったなどといえる

のfごろう/そう、私にはそんなフリーダ

が幸せだったなどとし、える資格はこれつ

はっちもないのだ。それでもあえて、不ム

は思いたい。フリーダは幸せだったのた二

しなぜるj ら、フリーダには彼女の魂の

分身ともし、えるデ河エゴ・リベラがし、たの

だから。

ポーノレ・ルテ主クの映画「フリーダ・カー

ロ」は、メキシコ・シティにある国立宮殿の

大理石のホーノレにおかれたフリーダの白

い棺の傍にたたずむ71エゴ・リベラの姿

てや始まり、そしてそのタf エゴの「フリー

ダんい、う絶叫て幕を閉じる。チ供のよ

うに天真;欄没で、豪放で￥オ、ノレギッシュて;

度重なる浮気でフリーダを苦しめた肥満

の大男テ有エゴが発する、あの宙づりにさ

れたまま凍りついた叫び。あの彼の絶叫

のためだけでも、フリーダは幸せだった

のだ、と私は思いたし、。ましてや、死の床

で市ヴ河ヴγ・ラ・明火と三いきれたなんて、

最高ではないか/

しかし、フリーダは{皮女の幸せをすべ

て彼女自身の強し、意志と純潔な過j軟性に

よって選びとってきたのである。メキシ

コとし、う祖国への愛も、総画への情熱も、

列エゴサベラやレオン・トロッキーと

の恋も、レズピアンの恋も、そして苦悩も

死も、彼女はすべてを自らの手て動かし

ていったのである。この映画では最愛の

男性デ河エゴとの白舌の他に、トロッキー

9 月 母、マテイルデ・カルデロン死去。

流産をテーマにした「へンリー・フォード病

院」、出産をテーマにした「私の誕生」常肘午0

・ 1934年(27歳) 中絶。

夫リペラと妹クリスチーナの密通に苦しむ0

・ 1935年(28歳) 5 月 リベラと別居。

7 月 ニューヨークへ単独旅行。

彫刻家イサム・ノグチとの恋。

夫と妹の密通から受けた痛手をテーマに

「ちょっとした刺し傷」常肘乍。

・ 1936年(29歳) リベラと共にスペイン民

兵グルーフ支援活動に参加。

・ 1937年(30歳)1 月 レオン・卜ロッキ一夫

妻メキシコに到着。

卜ロッキーとの恋。

・ 1938年(31歳)4月 アンドレ・ブルトン到

着、サンアンへルのリベラ家に滞在。

11 月 ニューヨーク、ジュリアン・リーヴイ

画廊て個展。

写真家ニコラス・ムライとの恋。

・ 1939年(32歳) ブlレトンの招きにより、

ニューヨークからハリへ。

4 月帰国。

12月 デ)エゴ・リベラと離婚《リベラに愛

されている自介と愛されていない自介をテ

ーマに「二人のフリータソ常IJf乍。

・ 1940年(33歳)12月 リベラと再婚、この

ころ自画像を多数帯肘乍。

・ 1942年(35歳) ニューヨーク近代美術鵡

<20世紀肖像画展〉に出品。

・ 1946年(39歳) 6 月 ニューヨークでの外

科手術で椎骨接合手術を受ける。

・ 1950年(43歳) 骨の症状悪化のため英国

病院(メキシコ市)に入院。

・ 1953年(46歳)4 月 現代美柿酒廊でメキ

シコでの初の個展開催。

8 月 患っていた右足カ事イヒし、ひぎから

下を句魅庁。

・ 1954年(47歳)4 月入院

7 月 3 日 アメリ力への抗議テ事モに参加。

「生命万歳」帝肘乍。

7 月 13 日 間護持包主のため死去。

〈スタッフ〉

監督・・・・・ポール・ルテ:.:1.ク

撮影…ーアンへル・ゴデー

ジョゼ・ルイス・エス.I，ルザ

iJ...... アレハンドロ・ルナ

製作・・・・・・マヌエル・パンパチャーノ=ポンセ

〈キャスト〉

フリーダ・力一口…ーオフエリア・メテ:ィーナ

テ匂エゴ・リベラ……フワン・ホセ・グロラ

シケイロス…………サルパドール・サンチェス

トロッキー…・・・……マックス・カーロフ

フリーダの父………クラウディオ・ブルック

1984年/メキシコ映画カラー/ 108分

フリーダ・力一口年譜

・ 1907年 ドイツから移民したハンガリ一

系ユダヤ人の父と、スペインとメキシコ原

住民の血をひく母の問に生まれる。

・ 1913年(6 歳) 小児麻痩を患い、 fあ重症

として右足か不自由になる。

・ 1925年(18歳) 乗車中のパスが路面電車

と種夜。脊椎や骨盤、右足の骨折、パスの

手摺が子宮を貫通する籾Eの重症を負う。

後遺症のため以後、生涯32回の手術を繰り

返す。療養中に初めて絵筆を握り、生涯に

約200点の作品を残す。

・ 1929年(22歳) テ匂エゴ・リベラと結婚、

リベラ43歳、フリーダ22歳，

フリ ダカ ー「フリーダの論棚に結山ボンであ
，一句・刀一口 一るJ --;/F'レ ブ川壮絶な運命と
v e v , C五五五訊たたかい、鮮烈な作品をのこした画家の華麗

生涯と芸術 宮型空三」な生涯を、熱い思いをこめて詳細に綴る本格
ヘイデン・エレーラ著野田隆・有馬郁子訳 的力作評伝。凶版多数。菊判488頁 5980円
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